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　今
こん

回
かい

は、前
ぜん

回
かい

に続
つづ

いて複
ふく

文
ぶん

を勉
べん

強
きょう

します。今
こん

回
かい

取
と

り上
あ
げる「～たら」は、「～と、～ば、～なら」と

よく比
くら

べられますが、これらの中
なか

では、使
つか

い方
かた

に制
せい

限
げん

がなく、いろいろな状
じょう

況
きょう

で使
つか

える便
べん

利
り
な形

かたち
だと言

い

われています。

1. いろいろな「Vたら～」

　次
つぎ

の文
ぶん

章
しょう

は、演
えん

劇
げき

の作
さっ

家
か
で演

えん
出
しゅつ

家
か
でもある筆

ひっ
者
しゃ

が、

ロンドンの演
えん

劇
げき

学
がっ

校
こう

へ留
りゅう

学
がく

したときの経
けい

験
けん

を書
か
いた

エッセイ集
しゅう

のはじめの章
しょう

からの引
いん

用
よう

です。

　上
うえ

のａ～ｃの文
ぶん

の構
こう

造
ぞう

だけをわかりやすく書
か
くと

次
つぎ

のようになります。

ａ ’わたしがあいさつに行
い
ったら、先

せん
生
せい

から～と言
い

われました。

ｂ’　体
たい

力
りょく

と精
せい

神
しん

力
りょく

があったら、会
あ
いましょう。

ｃ’　ノイローゼになっていたら、だめです。

　初
しょ

級
きゅう

の段
だん

階
かい

で学
がく

習
しゅう

者
しゃ

がまず出
で
会
あ
うのはｂ’ 、ｃ’ 

のように文
ぶん

末
まつ

が非
ひ
過
か
去
こ
の文

ぶん
です。前

ぜん
件
けん

（「たら」の

前
まえ

）のできごとや状
じょう

態
たい

をきっかけとして実
じつ

現
げん

するこ

とが、後
こう

件
けん

（「たら」の後
あと

）で述
の
べられます。「V た

ら～」の文
ぶん

の後
こう

件
けん

ではｂ’のように意
い
志
し
性
せい

のあるも

のもｃ’のように判
はん

断
だん

も入
い
れられます。

〈1〉 日
に
本
ほん
に着

つ
いたら、手

て
紙
がみ
をくださいね。

〈1’〉 日
に
本
ほん
に着

つ
くと、手

て
紙
がみ
をくださいね。（??）

　「～と」や「～ば」には、文
ぶん

末
まつ

の形
かたち

に制
せい

限
げん

があり

ますが（〈1’〉）、「～たら」にはそのような制
せい

限
げん

がな

いので使
つか

いやすい印
いん

象
しょう

があります。しかし、「たら」

にも気
き
をつけなければならないポイントがあります。

２. 過
か
去
こ
の文

ぶん
の「Vたら～」

　もう一
いち

度
ど
ａ’を見

み
てみましょう。ａ’はｂ’ ｃ’

と違
ちが

って過
か
去
こ
の文

ぶん
になっています。次

つぎ
の〈2〉〈3〉

も過
か
去
こ
の例

れい
文
ぶん

です。

学
がく
習
しゅう
段
だん
階
かい
：初

しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん

キーワード：意
い
志
し
性
せい
・複

ふく
文
ぶん
・過

か
去
こ
・アスペクト

第
だい
８回

かい
　Vたら～
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　９月
がつ

15 日
にち

からいよいよ演
えん

劇
げき

学
がっ

校
こう

の授
じゅ

業
ぎょう

が始
はじ

ま

ります。（中
ちゅう

略
りゃく

）この前
まえ

ちらとあいさつに a 行
い
っ

たら、リラックスしろよと、マシンガンのような

英
えい

語
ご
でいわれました。

　てなわけで、こんな準
じゅん

備
び
のために１ヵ月

げつ
間
かん

、こ

の連
れん

載
さい

を休
やす

ませていただきます。

　１ヵ月
げつ

後
ご
、おいらに連

れん
載
さい

を再
さい

開
かい

する体
たい

力
りょく

と精
せい

神
しん

力
りょく

がｂあったら、お目
め
にかかりましょう。英

えい
語
ご
ノ

イローゼにｃなっていたらだめです。

ちらと……ちらっと、軽
かる

い気
き
持
も
ちで

てなわけで……というわけで

おいら……「わたし」のくだけた言
い
い方

かた

鴻
こう

上
かみ

尚
しょう

史
じ
『ドン・キホーテのロンドン』（扶

ふ
桑
そう

社
しゃ

）ｐ .26  l.1 ～ 8

（下
か
線
せん

およびａｂｃは荒
あら

川
かわ

・木
き
山
やま

による）

　　ぶん　　　　　　ぽう
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　〈7〉は電
でん

車
しゃ

に乗
の
ったときに初

はじ
めて、車

しゃ
内
ない

の混
こ
んで

いる状
じょう

態
たい

を知
し
った場

ば
合
あい

です（気
き
づくのは乗

の
った瞬

しゅん
間
かん

＝混
こん

雑
ざつ

中
ちゅう

のある瞬
しゅん

間
かん

）。〈8〉は電
でん

車
しゃ

に乗
じょう

車
しゃ

中
ちゅう

に、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ
の音

おと
が聞

き
こえた場

ば
合
あい

です（気
き
づくのは乗

じょう
車
しゃ

中
ちゅう

のある瞬
しゅん

間
かん

＝携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ
が鳴

な
る瞬

しゅん
間
かん

）。ところが〈9〉

〈10〉は、前
ぜん

件
けん

と後
こう

件
けん

がどちらも状
じょう

態
たい

を表
あらわ

す述
じゅつ

語
ご
で、

後
こう

件
けん

の状
じょう

態
たい

に気
き
づく瞬

しゅん
間
かん

を示
しめ

すことができず、文
ぶん

が

成
せい

立
りつ

しないのです。

〈9’〉 電
でん
車
しゃ
に乗

の
っていたら、どんどん混

こ
んできた。

〈10’〉 電
でん
車
しゃ
に乗

の
っていたら、眠

ねむ
くなってきた。

　〈9’〉〈10’〉のようにそれまでなかった「どんど

ん混
こ
む」や「眠

ねむ
くなる」という変

へん
化
か
が、乗

じょう
車
しゃ

中
ちゅう

のあ

る時
じ
点
てん

で始
はじ

まったという内
ない

容
よう

の文
ぶん

に直
なお

せば、「V た

ら～」の文
ぶん

が成
な
り立

た
ちます。

　「V たら～」は、まず非
ひ
過
か
去
こ
の文

ぶん
で学

がく
習
しゅう

しますが、

過
か
去
こ
の文

ぶん
も作

つく
ろうとすると、意

い
味
み
の上

うえ
で「～したと

きに」と似
に
ているため ､〈3〉〈6〉〈9〉〈10〉のよう

な誤
ご
用
よう

が生
しょう

じます。今
こん

回
かい

勉
べん

強
きょう

した過
か
去
こ
の「V たら～」

の性
せい

質
しつ

を、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の誤
ご
用
よう

を考
かんが

える上
うえ

で役
やく

立
だ
ててみて

ください。

クイズ

　｛　 ｝の中
なか

から、文
ぶん

法
ぽう

的
てき

に正
ただ

しい文
ぶん

になることば

をすべて選
えら

んでください。

Ａ　 教
きょう
授
じゅ
：ゆうべは、ずいぶん遅

おそ
くまで図

と
書
しょ

館
かん

にい

ましたね。

　　 学
がく
生
せい
：ええ、8 時

じ
まで試

し
験
けん

の勉
べん

強
きょう

を｛①したら・

②して・③してから｝、レポートも書
か
きました。

Ｂ 　 ゲームをしていたら｛①コンピュータが壊
こわ

れた・

②頭
あたま

が痛
いた

かった・③母
はは

に叱
しか

られた｝。

〈2〉 （わたしは）病
びょう
気
き
になったら、お酒

さけ
が飲

の
みたくなっ

た。

〈3〉 （わたしは）病
びょう
気
き
になったら、お酒

さけ
をやめた。（??）

　どちらの例
れい

文
ぶん

でも、話
はな

し手
て
が「病

びょう
気
き
になったとき

に」実
じっ

際
さい

にあったできごとを言
い
おうとしています。

〈2〉〈3〉の後
こう

件
けん

の意
い
志
し
性
せい

を比
くら

べてみましょう。「お

酒
さけ

が飲
の
みたくなった」のは話

はな
し手

て
ですが、これは話

はな

し手
て
がコントロールできることではありません。「お

酒
さけ

をやめる」のも話
はな

し手
て
ですが、これは話

はな
し手

て
の意

い

志
し
で「やめる」か「やめない」か決

き
められます。下

した

の〈3’〉も見
み
てください。

〈3’〉父
ちち
は、医

い
者
しゃ
が注

ちゅう
意
い
したら、お酒

さけ
をやめた。

　

　「お酒
さけ

をやめた」という行
こう

動
どう

は同
おな

じですが、これ

は父
ちち

が決
き
めたことで、話

はな
し手

て
にはコントロールでき

ません。さらに、例
れい

文
ぶん

を見
み
てみましょう。

〈4〉会
かい
社
しゃ
を出

で
たら ､雨

あめ
が降

ふ
りはじめた。

〈5〉会
かい
社
しゃ
を出

で
たら、ちょうどタクシーが来

き
た。

〈6〉会
かい
社
しゃ
を出

で
たら、タクシーに乗

の
った。（??）

　やはり〈6〉のように、話
はな

し手
て
が意

い
志
し
的
てき

にする動
どう

作
さ
が後

こう
件
けん

にあると、文
ぶん

が成
せい

立
りつ

しません。〈4〉〈5〉では、

「会
かい

社
しゃ

を出
で
る」ときには、話

はな
し手

て
は「雨

あめ
が降

ふ
りはじ

める」ことも、「ちょうどタクシーが来
く
る」ことも

わからなかったはずですが、「タクシーに乗
の
る」こ

とは、普
ふ
通
つう

は話
はな

し手
て
に気

き
づかないうち実

じつ
現
げん

すること

ではありません。〈2〉〈3’〉〈4〉〈5〉のように、過
か

去
こ
の「V たら～」の文

ぶん
は、あるきっかけで話

はな
し手

て
が

後
こう

件
けん

の動
どう

作
さ
や変

へん
化
か
に初

はじ
めて気

き
づいた場

ば
合
あい

に成
せい

立
りつ

しま

す。次
つぎ

の例
れい

でも「話
はな

し手
て
が後

こう
件
けん

で起
お
こることについ

ていつ気
き
づくか」に注

ちゅう
目
もく

して考
かんが

えてみましょう。

〈7〉 電
でん
車
しゃ
に乗

の
ったら、ずいぶん混

こ
んでいた。

〈8〉  電
でん
車
しゃ
に乗

の
っていたら、だれかの携

けい
帯
たい
電
でん
話
わ
が鳴

な
っ

た。

〈9〉  電
でん
車
しゃ
に乗

の
っていたら、ずいぶん混

こ
んでいた。（??）

〈10〉電
でん
車
しゃ
に乗

の
っていたら、眠

ねむ
かった。（??）

文
ぶん
法
ぽう
をやさしく

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

クイズの答
こた
え：Ａ ②と③　Ｂ ①と③

このコーナーについてご感
かん

想
そう

やご質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。

担
たん

当
とう

者
しゃ

：荒
あら

川
かわ

みどり（日
に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター客
きゃく

員
いん

講
こう

師
し
）、木

き
山
やま

登
と
茂
も
子
こ
（日

に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し
）

西
にし

口
ぐち

光
こう

一
いち
『基

き
礎
そ
日
に
本
ほん

語
ご
文
ぶん

法
ぽう

教
きょう

本
ほん

』（2000）アルクｐ .189-191
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